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４。
年
ぶ
り
の
労
基
法
．の
改
正
議！！
論
を
開
始

一注
目
さ
れ
る
法
改
正
の
行
方

事務所エユース
社会保険労務士 光 木 事 務 所

４０
年
ぶ
り
と
な
る
労
働
基
準
法
等
の
改

正
の
提
言
を
含
む
厚
生
労
働
省
の

「労
働

基
準
関
係
法
制
研
究
会
報
告
書
」
（座
長

¨

荒
木
尚
志
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
教
授
）
が
１
月
８
日
に
出
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
こ
の
提
言
を
ベ
ー
ス
に
厚

労
省
の
労
働
政
策
審
議
会
で
法
改
正
の
議

論
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

提
言
は
大
き
く
、
①
労
働
者
性
の
判

断
基
準
、
②
過
半
数
代
表
者
の
適
正
選

出
、
③
労
働
時
間
法
制
―
―
の
３
つ
に
分

か
れ
ま
す
。
①
で
は
労
基
法
上
保
護
す
る

「労
働
者
」
に
つ
い
て
近
年
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
ワ
ー
カ
ー
等
の
新
し
い
働
き
方

を
す
る
人
の
増
加
に
対
応
し
、
労
働
者
性

の
判
断
の
予
見
可
能
性
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
労
働
者
性
の
判
断
基
準
の
研

究
を
提
起
。
こ
れ
を
受
け
て
厚
労
省
は
５

月
２
日
に
有
識
者
の
研
究
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
②
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
労

働
基
準
関
係
法
制
に
お
い
て
労
使
間
の
協

議

・
協
定
に
よ
つ
て
法
定
基
準
を
調
整

・

代
替
す
る
仕
組
み
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

労
働
者
側
の
当
事
者
で
あ
る
事
業
場
の

過
半
数
代
表
、
特
に
過
半
数
労
働
組
合
が

な
い
と
き
の
過
半
数
代
表
の
選
出
手
続

き
、
役
割
等
を
詳
細
に
検
討
し
、
労
基
法

で
過
半
数
代
表
者
等
の
法
律
上
の
位
置
づ

け
、
役
割
、
過
半
数
代
表
者
を
対
す
る
住

用
者
か
ら
の
関
与
や
支
援
等
を
明
確
に
定

め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
法
改
正
の
必
要

を
提
起
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．

③
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
働

き
方
を
す
る
場
合
の
労
働
時
間
管
理
の
あ

り
方
、
管
理
監
督
者
に
対
す
る
健
康

・
福

祉
確
保
措
置
、
健
康
確
保
の
た
め
の
１３
日

を
超
え
る
連
続
勤
務
の
禁
止
や
法
定
休
日

の
特
定
化
、
さ
ら
に
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
の
義
務
化
、
副
業

・
兼
業
の
割
増

賃
金
の
規
制
緩
和
等
に
つ
い
て
も
提
言
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
提
言
を
踏
ま
え
厚
労
省
の
労

働
政
策
審
議
会
で
議
論
し
て
い
ま
す
。
厚

労
省
と
し
て
は
、
今
年
夏
に
意
見
を
整
理

し
た
上
で
年
末
を
目
途
に
報
告
書
を
建

議
。
そ
れ
を
受
け
て
法
案
化
を
経
て
来
年

の
通
常
国
会
に
労
基
法
等
の
関
連
法
案
の

改
正
案
を
提
出
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て

い
ま
す
。
今
後
の
改
正
議
論
の
行
方
が
注

目
さ
れ
ま
す
。



第19回 希望者全員を70歳まで雇用し、活躍を推進

戦力化と
生産性向上を目指して

Ａ
社
は
２
０
１
８
年
に
６０
歳
か
ら

６５
歳
へ
定
年
延
長
と
同
時
に
７０
歳
ま
で

の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

制
度
導
入
の
狙
い
に
つ
い
て
同
社
の
人

事
担
当
者
は

「技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継

承
も
必
要
で
す
し
、
後
進
の
育
成
だ
け

で
は
な
く
、
会
社
に
貢
献
で
き
る
ス
キ

ル
や
経
験
を
持
っ
て
お
り
、
も
っ
と
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
も
う
１
つ
は

シ
エ
ア
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

の
妨
げ
に
な
る
要
因
の
排
除
で
す
。
従

来
の
再
雇
用
制
度
は
６０
歳
を
過
ぎ
る
と

年
収
も
半
減
し
、
管
理
職
も
契
約
社
員

に
な
る
な
ど
、
環
境
の
急
激
な
変
化
に

よ
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

６５
歳
定
年
と
い
っ
て
も

一

６５
歳
定
年
で
処
遇
を
改
善

担
当
業
務

・
役
割
を
明
確
化

人
手
不
足
解
消
の
方
策
の
１
つ
と
し
て

高
齢
者
屋
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
は
６５
歳
定
年
制
の
導
入
な
ど
に
よ
る
処

遇
改
善
や
屋
用
の
上
限
を
７０
歳
と
す
る
企

業
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
６５
歳
定
年

制
の
導
入
と
、
希
望
す
る
人
を
７０
歳
ま
で

雇
用
す
る
制
度
を
導
入
し
、
シ
エ
ア
を
戦

力
と
し
て
活
用
し
て
い
る
建
設
関
連
会
社

の
Ａ
社
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

職
は
一
部
を
除
い
て
役
職
を
降
り
ま
す

が
、
「
シ
エ
ア
リ
ー
ダ
ー
」
や

「
シ
エ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
処
遇
し
ま

す
。
シ
エ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
場
合
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
得
意
な
人
は
管
理
職
を
補

佐
、知
識
白技
術
，ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

後
進
を
指
導

・
育
成
す
る
、　
一
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
て
業
績
向
上
に
貢
献
す
る
な

ど
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
給
与
に
つ
い

て
は
以
前
の
資
格
等
級
を
そ
の
ま
ま
残

し
、等
級
に
応
じ
て
一
定
額
を
支
給
し
、

別
途
、
シ
エ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
シ
エ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
職
手
当
も
支
給
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
身
分
は

一
般
職
な
の

で
残
業
手
当
の
支
給
対
象
に
も
な
り
ま

す
。
人
事
担
当
者
は

「管
理
職
を
降
り

て
も
シ
エ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
い
う

一
目
置

か
れ
る
立
場
に
な
り
、
仕
事
に
対
す
る

意
欲
や
質
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
語
り
ま
す
。

６５
歳
か
ら
の
再
雇
用
に
つ
い
て
は

一

健
康
上
に
問
題
が
あ
る
人
以
外
は
、
基

本
的
に
は
本
人
が
希
望
す
れ
ば
再
雇
用

さ
れ
ま
す
。
働
き
方
は
フ
ル
タ
イ
ム
が

原
則
で
す
が
、
介
護
等
そ
の
人
の
事
情

に
応
じ
て
柔
軟
な
働
き
方
を
認
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
意
欲
を
持
っ
て
働
い
て

も
ら
う
た
め
に
、
１
年
間
に
担
当
す
る

業
務
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
期
待
す
る
成
果

を
上
司
と
話
し
合
っ
て
記
入
す
る

「担

当
業
務
記
述
書
」
に
基
づ
い
て
評
価
す

る
仕
組
み
を
設
け
て
い
ま
す
。
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
て
目
指
す
数
値
目
標
や
、
こ

の
人
を
育
成
し
ま
す
と
い
っ
た
特
に
力

を
入
れ
る
項
目
を
記
入
し
、
契
約
更
新

日
に
こ
の
「業
務
成
果
」
と
、
「責
任
感
」、

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
３
つ
に
つ
い

て
自
己
評
価
と
上
司
評
価
を
実
施
。
評

価
結
果
は
継
続
雇
用
終
了
の
７０
歳
の
と

き
に
支
給
さ
れ
る

「功
労
金
」
に
反
映

さ
れ
ま
す
。
ま
た
「行
動
評
価
シ
ー
ト
」

に
よ
つ
て

「後
輩
を
育
て
る
こ
と
に
熱

心
か
」
、
「後
輩
の
意
見
や
考
え
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
が
多
い
か
」
と
い
つ
た
項

目
を
５
段
階
評
価
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ツ

ク
に
活
用
。
働
く
意
欲
の
喚
起
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

気
に
６５

歳
に
引
き
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
６０
歳

以
降
の
個
々
の
人
生
設
計
を
考
慮
し
、

６０
歳
、
６３
歳
、
６５
歳
か
ら
選
択
で
き
る

選
択
定
年
制
と
し
ま
し
た
。
制
度
導
入

時
に
は
６０
歳
、
６３
歳
定
年
を
選
ん
だ
人

が
わ
ず
か
に
い
ま
し
た
が
、
直
近
で
は

ほ
と
ん
ど
の
人
が
６５
歳
を
選
択
し
て
い

ま
す
。
６０
歳
以
降
の
賃
金
水
準
は
６０
歳

時
の
７５
～
８５
％
強
程
度
。
ま
た
、
管
理


